
青
森
臓
地
質
大
我

近
頃
地
域
調
査
の
熱
が
盛
に
な
り
方
々
か
ら
そ
の
地
域
の
地
質
を

大
腰
で
宜
し
い
か
ら
敦

へ
て
-
れ
rr)質
問
が
参
り
ま
す
の
で
'
私
は

郷
土
耽
第

一
班
に
下
北
牛
島
､
荒
川
氏
は
西
海
岸
の
各
地
質
を
述
べ

て
お
き
ま
し
た
が
'
そ
の
後
に
な
っ
て
全
懸
下
の
概
苧

ぞ
網
羅
し
た

地
質
の
注
文
が
雑
沓
し
て
兼
る
の
で
'
今
度
は
梅
大
股
に
か
け
た
郷

土
地
質
を
摘
要
し
て
見
ま
す
｡
内
容
は
師
範
畢
校
鏡
.物
教
科
書
の
程

I)

度
と
し
て
郷
土
三
市
八
部
に
筒
分
L
t
且
地
質
ミ
人
生
'/)の
路
傍
を

結
び
つ
け
て
解
説
し
ま
す
｡

地
質
拳
は
過
去
の
時
代
に
起
っ
た

襲
超
等
を
基
礎
rr)し
て
地
鼓
の
構
造
那
;
因
､歴
史
等
を
研
究
す
る
畢

い
地
萱
草
動
や
'
生
物
の

間
で
あ
る
｡
地
殻
の
構
造
襲
藩
は
地
形
の
骨
子
で
あ
り
'
地
形
の
備

置
'
配
合
は
諸
景
観
の
根
幹
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
断
唐
'

竜
向
'
傾
斜
'
節
理
'
色
彩
'
硬
軟
､
精
疎
等
は
二

地
域
の
風
景
'

交
通
･
産
業
'
風
習
等
に
特
徴
つ
-
る
二
要
素
で左

る
こ

1ヾが
明
か

で
'
地
域
調
査
上
費
硯
す
る
困
由
の
解
決
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
｡

順
序
ミ
し
て
本
願
郷
土
の
誕
生
を
述
べ
て
か
ら
各
論
に
移
り
ま
す

が
'
本
願
は
本
州
の
最
北
端
を
な
す
閲
係
上
先
づ
日
本
群
島
の
成
因

か
ら
始
め
ま
す
｡

】HhH7

日
未
群
島
成
因
故
事

iu川川Hl

日
本
群
島
は
古
生
代
の
中
頃
迄
は
海
底
に
あ
っ
た
も
の
で
'
中
生

∴
知
育

,～

･
上
も
丁

二
〇

代
二
義

紀
の
中
頃
に
な
っ
て
や
う
や
-
陸
地
が
硯
は
れ
始
め
植
物
や

介
額
の
化
石
を
穣
し
以
後
数
回
の
隆
起
や
沈
降
を
繰
返
し
中
生
盾
の

分
布
を
複
雑
に
襲
化
し
っ
1
次
第
に
陸
地
を
増
し
て
行
っ
た
が
'
自

噴
紀
後
年
の
終
り
又
は
新
生
代
第
二
義

の
初
頃
に
は
北
港
道
西
部
'

東
部
や
本
州
の
内
側
日
本
海
に
面
し
て
る
地
方
や
'
濃
尾
'
関
東
南

平
膜
等
は
ま
だ
海
底
に
あ
っ
て
現
在
面
積
の
牛
部
に
も
達
し
な
か
っ

た
｡
然
る
に
第
三
紀
の
初
頃
に
起
っ
た
地
殻
大
襲
動
に
よ
っ
て
陸
地

が
増
加
し
現
在
の
中
央
断
盾
線
が
出
凍
て
外
帯
rr)内
帯
'F'分
れ
'
第

I

二
岳

の
中
頃
に
は
糸
魚
川
､
静
岡
断
屠
線
を
生
じ
て
南
日
本
'F'北
日

本
pr)に
分
つ
様
に
な
り
'
第
三
紀
の
終
り
頃
に
は
こ
の
初
期
に
海
底

に
あ
っ
た
地
方

(
青
森
鯨
む
)
は
隆
起
し
た
の
で
'
全
日
本
は
凡
て

亜
細
亜
大
陸
に
接
接
し
本
願
の
諸
所
に
浅
海
性
動
物
の
化
石
を
硬
し

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
p
(
ヒ
.へ
)
の
大
森
林
は
北
海
道
西
部
の
江
差
附
近

道
分
布
し
た
｡
又
九
州
北
部
'
常
磐
地
方
'
北
海
道
中
部
に
は
第
三

紀
の
古
い
植
物
か
ら
相
木
た
石
米
盾
が
哉
達
し
た
｡
北
海
道
西
部
日

本
海
面
の
石
油
錬
鉄
は
青
森
麻
'
秋
田
鯨
の
甘
木
海
面
を
経
て
新
蒋

願
に
達
し
て
居
る
.
第
四
紀
洪
積
の
時
代
に
恕
象
は
本
願
に
も
往
来

し
た
も
の
で
化
石
が
頚
見
さ
れ
て
居
る
｡
か
く
し
て
る
間
に
'
火
山

の
活
動
も
前
紀
に
償
し
て
盛
fr)な
り
南
紀
の
火
山
は
大
部
分
浸
蝕
さ

れ
残
骸
を
留
む
る
棟
に
な
り
'
夷
で
摺
曲
'
断
盾
の
地
忠
犬
章
動
に

よ
っ
て
日
本
海
'
瀬
戸
内
海
'
朝
鮮
海
峡
'
津
軽
海
峡
が
出
来
'
陸

奥
潜
が
陥
没
す
る
等
に
よ
っ
て
現
在
の
日
本
群
島
が
出
来
上
っ
た
の
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で
あ
る
｡
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上
'
始
生
代
末
期

中
'
中
生
代
ジ

ュ
ラ
紀

下
'
新
生
代
第
三
紀
初
期

現
今
の
海
陸
の
分
布
と
比

較
し
て
そ
の
嘩
蓮
の
草
し

い
の
に
注
意
せ
よ
｡

GトHu二
青
森
度
の
地
質
概
要

(
青
森
願
の
地
質
は
地
譜
構
造
上
所
謂
東
北
日
本
の
内
苛
に
属
し
.

地
質
基
盤
は
古
生
骨
r/)之
を
貫
-
花
尚
岩
'
開
披
岩
の
様
な
膏
火
成

岩

(
深
造
岩
'
深
成
岩
)
よ
り
成
る
が
'
表
面
は
第
三
紀
Dy
r)安
山

岩
'
流
紋
岩
の
様
な
新
火
山
岩
及
び
第
糊
紀
盾

(
洪
積

盾

'
沖

積

青
森
離
地
質
大
瀧

盾
)
で
厚
-
披
覆
さ
れ
て
ゐ
る
新
し
い
地
質
で
'
地
盤
は
伺
臆
韓
で

あ
る
｡
以
下
郷
土
各
郡
市
別
の
地
質
を
概
詮
し
ま
す
｡

下

北

部

下
北
郡
は
薪
火
山
岩
最
も
庚
-
分
布
し
古
生
盾
の
露
出
す
る
虚
も

あ
る
｡
鴫
山
や
温
泉
も
少
ら
す
分
布
す
る
｡
塵
臥
山
.
恐
山
'
朝
比

奈
岳
'
縫
道
石
山
を
粧

て'
下
風
呂
'
佐
井
'
大
間
に
至
る
山
地
は

火
山
岩
'
大
間
か
ら
牛
頚
崎
に
至
る
西
部
海
岸
は
石
英
粗
面
岩
質
秩

二
?



青
森
雛
地
質
大
赦

色
凝
衣
岩
が
多
-
'
俳
ケ
宇
陀
の
光
景
は
こ
の
浸
蝕
を
受
け
た
も
の

で
'脇
野
津
の
九
聯
泊
石
は
集
塊
岩
で
あ
る
｡
恐
カ
ル
デ
ラ
湖
は
水
質

は
叢

品

三

ハ
乃
至
三
･
義

則
湖
中
の
酸
墓

湖

に
麗

し
'

水
色
は
フ
ォ
ー
レ
ル
榛
準
液
第
五
牧
に
該
昔
す
る
線
色
湖
で
あ
る
｡

恐
山
の
下
部
は
英
粗
面
岩
で
上
部
は
輝
石
安
山
岩
よ
り
成
り
､
恐
湖

の
火
口
瀬
附
近
大
畑
路
線
に
沿
ふ
小
部
分
に
は
角
閃
安
山
岩

が
あ

る
｡
火
口
内
に
は
疏
質
噴
気
孔
が
活
動
し
こ
れ
を
地
獄
P/)名
づ
け
温

泉
亦
盛
に
湧
出
す
｡
そ
の
附
近
に
は
堆
茸
'
難
冠
石
が
硫
黄
'こ
共
に

昇
華
し
て
あ
る
｡
大
間
'
奥
戸
'
蛇
浦
'
安
部
城
'
銀
杏
木
'蛎
崎
､

蛸
田
等
は
第
三
紀
唐
で
'
城
崎
の
赤
瀧
第
三
紀
盾
か
ら
産
拍
す
る
有

名
な
蛎
崎
屯
は
泥
衣
質
頁
岩
で
あ
る
｡
安
部
城
銀
山
の
鋳
鯨
は
第
三

紀
盾
を
貫
い
た
石
英
粗
面
'/)黒
鍵
の
交
代
鎖
床
で
二
梅
浦
鋳
山
は
花

崗
岩
P,)古
生
盾
の
石
衣
岩
T,)の
接
偶
鎖
床
で
あ
る
｡
揚
ノ
川
は
撃

二

紀
盾
で
温
泉
が
あ
り
'
材
木
村
沿
岸
に
は
材
木
岩
'/)名
づ
-
る
石
英

安
山
岩
の
柱
状
節
理
が
よ
-
憩
達
し
て
あ
る
｡
大
平
か
ら
川
内
を
経

て
宿
野
部
に
至
る
沿
岸
部
落

完
町
は
第
四
紀
の
潮
境
盾

で
海
溝

は

沖
積
盾
.
大
湊
の
川
守
'
守
田
の
背
面
か
ら
北
方
大
畑
町
の
小
目
名

へ
か
け
不
規
則
に
う
ね
っ
て
火
山
岩
屑
が
あ
る
｡
田
名
部
以
東
の
東

通
柑
領
は
約
三
紀
屠
P/)四
紀
盾
か
ら
成
り
'
大
畑
か
ら
岩
屋
に
至
る

沿
岸
'
尻
努
か
ら
柿
沼
'
左
京
沼
を
経
て
.上
北
部
界
の
白
糠
'
老
部
(

沿
岸
等
は
皆
姫
川
紀
新
居
沖
積
盾
で
'
上
北
郡
に
揺
す
る
縦
華
甲
央

部
は
第
三
紀
盾
で
輝
石
安
山
岩
'/)火
山
岩
塊
が
あ
る
9
田
名
部
の
内

二
二

田
'
中
道
'
海
老
川
'
常
人
堂
及
び
'
大
牢
'
関
根
梼
'
高
梨
'
正

津
川
.
鳥
洋
'
出
戸
'
関
根
'
下
田
尻
'
桑
原
'
野
牛
'
石
持
等
妊

第
四
紀
洪
積
盾
で
あ
る
｡
尻
屋
崎
附
近
は
古
生
盾
が
露
出
L
t
石
衣

岩
'
結
昌
片
岩
'
桂
坂
岩
'
年
花
尚
岩
等
が
あ
り
'
燈
童
の
あ
る
突

端
は
閃
線
岩
で
附
近
の
砂
丘
に
は
桂
化
頁
岩
で
造
っ
た
矢
の
根
石
が

蔑
見
さ
れ
る
｡
尻
屋
の
部
落
は
第
三
紀
盾
で
尻
屋
山
は
石
衣
岩
か
ら

な
り
'
岩
屋
の
石
衣
岩
は
大
理
石
に
な
っ

てゐ
る
｡
猿
ケ
森
か
ら
石

栄
が
少
し
出
る
し
大
畑
か
ら
酸
性
白
色
の
粘
土
が
産
出
す
る

(
詳
細

は
郷
土
競
第

一
披
参
照
)
｡

三
戸
部

(
八
戸
市
を
含
む
)

三
戸
郡
は
第
三
紀
盾
の
喪
達
し

てゐ
る
所
で
馬
淵
川
は
第
三
紀
盾

'F'凶
紀
洪
鎮
静
'[)の
問
を
味
れ
'
海
岸
は
第
三
紀
盾
を
安
山
岩
'
扮

岩
等
の
岩
脈
が
貫
き
海
蝕
を
受
け
た
景
勝
地
も
あ
る
｡
戸
舜
'
11声
､

田
子
･
閲
以
西
の
山
地
で
洋
右

(俗
解
ゴ
ト
タ
イ
シ
)
を
見
る
所
は

悉
-
火
山
岩
'
階
上
岳
及
び
そ
の
附
近

一
帯
は
黒
雲
母
花
崗
岩
で
岩

手
解
に
延
長
し

てる
｡
島
守
以
南
の
山
地
は
石
生
盾
で
階

上
村

か

ら
大
館
付
に
か
け
虞
大
な
地
域
に
石
衣
岩
富
出
し
採
掘
し

てゐ
る
｡

そ
の
他
の
山
地
即
ち
五
戸
'
平
良
崎
'
八
戸
'
三
戸
'
館
等
は
第
三

紀
唐
で
あ
る
'
平
良
崎
村
相
内
'
北
川
村
斗
賓
か
ら
鮫

の
歯

の
化

石

(
カ
ル
カ
ル
F
y
Pr二
五
ふ
ア
ヲ
ザ
メ
の
類
)
俗
に
天
狗
の
爪
が
出

る
｡
文
名
久
井
'
剣
吉
'
五
戸
等
の
凝
衣
砂
岩
か
ら
雛
酪
類

(
二
枚



ク
シ
Elク

介
)
の
化
石
が
揮
･;
出
る
.
五
戸
'
二
戸

附
近
か
ら
涜
泊
の
一
種
薫
陸

(
方
言
ク
イ
ノ
コ
)
が
出
て
地
方
人
紋
の
儀
除
に
煤
し
て
居
る
｡
上
郷

村
に
は
宴
坂
､＼)寧
水
錦
山
が
あ
り
黄
銅
鏑
'
毒
蛾
鎮
'
閃
亜
鉛
錦
'{

方
鉛
鎌
等
を
産
す
る
｡
尻
内
'
下
長
苗
代

l
帯
の
平
地
は
野
川
紀
新

居
沖
積
盾
で
'
鮫
か
ら
種
差
に
至
る
沿
岸
は
侵
蝕
海
岸
で
安
山
岩
や

郎

郡

は
見
皐
に
彫
刻
さ
れ
･
殊
に
舞
々
岩

(
イ
ダ
コ
マ
マ
石
･
唐
ツ

マ
)
は
そ
の
顕
著
な
も
の
で
'
こ
の
扮
岩
は
柱
状
'
板
状
南
節
理
が

組
み
合
は
さ
つ
て
る
の
総
景
観
の
主
因
を
な
し
て
ゐ
る
.
扮
岩
fr)
い

ふ
の
は
安
山
岩
に
相
常
す
る
も
の
で
･'t
地
下
浅
い
所
で
凝
固
し
た
脈

状
岩
で
斑
昌
が
粗
で
あ
る
｡
本
郡
に
は
温
泉
無
-
冷
泉
は
西
越
'
五

戸
'
田
子
'
鮫
等
に
済
出
し
て
ゐ
る
｡

上

北

郡

上
北
郡
は
本
願
中
第
四
紀
古
盾
よ
-
発
達
し
た
所
で
'
火
山
'
湖

沼
'
温
泉
'.
館
野
に
富
み
'
勝
れ
た
十
和
田
国
立
公
開
の
火
山
風
景

を
持
っ
て
居
る
.
東
津
軽
郡
に
接
す
る
所
は
火
山
岩
で
馬
門
に
温
泉

が
あ
る
｡
下
北
郡
に
接
す
る
附
近

一
帯
か
ら
小
河
原
沼
の
西
部
即
ち

甲
地
'
沼
崎
よ
り
古
間
木
鐸
に
至
る

一
帯
の
低
い
山
地
及
び
'
野
達

地
よ
わ

横
顔
に
至
る
沿
岸

l
帯
は
第
叫
紀
苗
盾

(
洪
積
盾
)
.
そ
の

間
僅
か
に
長
久
保
附
近
に
第
三
紀
骨
が
現
は
れ
て
あ
る
.

有
戸
梅
岸

か
ら
玉
髄
の
水
磨
き
れ
た
津
軽
瑠
璃

(方
言
有
戸
石
)
が
産
す
る
｡

二
束

木
股
'
七
戸
の
平
原
は
願
下
の
療
大
な
第
二
転

居
で
あ
る
｡
TlJ

青
森
厳
地
質
大
我

本
木
附
近
の
丘
陵
を
な
せ
る
第
三
紀
骨
は
瑞
穂
統

(
瑞
穂
沈
降
期
)

の
合
虚
栄
盾
よ
-
畿
達
し
て
る
｡
天
間
林
村
に
は
高
森
'
上
北
両
線

山
が
あ
り
共
に
黄
銭
鋳
産
出
屈
指
の
錦
山
で
あ
る
｡
叉
大
深
内
村
洞

内
の
地
獄
浮
は
珪
藻
土
の
重
野
的
産
地
rr)し
て
名
が
あ
る
｡
同
所
は

第
凶
紀
沸
槙
盾
で
洋
右
'
砂
凍
'
粘
土
等
を
被
･sl
P
捷
藻
土
は
盾
状

を
な
し
て
数
ヶ
所
に
厚
さ
牢
讐

卜
三
米
乃
至
二

.
斤
米
で
露
的
し

て
居
る
｡
小
河
原
沼
か
ら
淋
代
を
経
て
百
石
に
至
る
沿
岸
の
平
地
は

第
凶
紀
新
暦

(
沖
積
盾
)
で
ぁ
る
｡
野
遠
地
｡
七
戸
二

二
本
木
'
甲

地
'
十
和
田
村
等
は
何
れ
も
琴

二
紀
盾
で
み
る
が
七
戸
附
近
は
低
い

養
地

Jヾ平
地
か
ら
な
り
､
七
戸
の
入
口
七
戸
川
に
沿
ふ
天
神
林
に
露

出
し
て
る
第
四
紀
苗
盾

(
洪
積
盾
)
か
ら
新
象
の
化
石
を
産
し
た
の

で
有
名
で
あ
る
｡
十
和
田
村
は
全
村
火
山
岩
に
よ
っ
て
蔽
は
れ
そ
の

西
南
部
に
陥
没
カ
ル
デ
ラ
の
十
和
EE
潮
'F'.
そ
の
火
口
瀬
に
彫
刻
さ

れ
た
奥
入
瀬
瑛
錐
が
あ
る
｡

十
和
田
湖
の
岩
石
は
色
々
あ

る
が
御

倉
'
中
山
雨
牛
島
は
硬
質
堅
蚤
な
繭
輝
石
安
山
岩
'
琴
朽

(
粒
状
)

安
山
岩
等
の
基
岩
上
に
'
色
彩
種
々
の
火
山
衣
.
浮
石
等
の
火
山
岩

屑
物
の
盾
を
被
り
'
或
は
石
英
安
山
岩
の
大
滝
壁
が
規
は
れ
景
観
を

複
雑
に
し
て
ゐ
る
'
中
山
牛
島
の
頚
部
に
苦
り
十
和
田
神
社
入
口
に

は
熔
岩
が
多
孔
質
を
示
し
そ
の
頂
上
占
場
附
近
は
堅
譜
な
安
山
岩
に

.･,1ゴ
モ少

な
っ
て
る
｡
自
龍
入
江
や
そ
の
附
近
の
島
々
も
同
様
な
岩

石

か
ら

成
っ
て
ゐ
る
｡
御
倉
牛
島
の
千
丈
幕
は
亀
裂
面
か
ら
束
た
断
境
で
､

■
韓
風
岩
'
創
岩
は
火
山
活
動
の
際
急
に
冷
却
し
細
い
敦

状
節

理
を

二
三



.
青
森
琳
地
文
大
赦

示
し
た
南
輝
石
安
山
岩
'
五
色
岩
は
繭
輝
石
安
山
岩
の
含
銭
分
酸
化

に
よ
っ
て
彩
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
湖
の
略
中
央
部
に
あ
る
御
門
石

は
第
二
次
火
山
活
動
の
際
寄
生
火
山
ミ
し
て
御
倉
山
三
共
に
突
出
し

た
囲
頂
丘
で
'
陥
没
ミ
爆
費
rr)を
免
れ
た
遠
地
fI)
い
ふ
べ
き
両
輝
石

安
山
岩
で
あ
る
｡
休
屋
は
湖
岸
の
砂
磯
粘
土
か
ら
成
る
沖
積
盾
'
字

椿
部
も
沖
積
盾
だ
が
子
ノ
ロ
'
重
石
'
青
撫
等
は
粒
状
安
山
岩
で
あ

る

○十
和
田
湖
の
水
は
塩
基
性
で

一
立
中
の
固
形
分
約

一
四
〇
'
硫
酸

捻
類
最
も
多
-
'
呆
酸
絶
類
'
碇
酸
'
塩
酸
塩
類
こ
れ
に
次
ぐ
'
中

の
湖
の
み
は
特
異
の
化
単
的
成
盾
を
規
は
L
t
表
面
は
塩
基
性

中

居
は
中
性
'
低
居
は
酸
性
で
あ
る
｡
湖
中
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
豊
富
で
水

産
養
殖
に
通
し
て
居
る
｡
奥
入
瀬
渓
流
は
十
和
田
湖
の
北
壁
を
突
破

し
て
流
出
し
た
も
の
で
'
眺
子
大
瀧
は
粒
状
安
山
岩
の
断
崖
を
流
下

し
て
る
も
の
で
'
金
塊
嫌
が
改
璃
質
石
英
安
山
岩
を
貫
い
て
ゐ
る
ミ

い
ふ
て
差
支
な
い
が
'
渓
流
両
側
の
高
い
所
は
雨
輝
安
山
岩
等
に
な

っ
て
居
る
｡
双
龍
瀧
の
如
き
は
繭
輝
石
安
山
岩
の
柱
状
節
理
の
美
を

示
し
て
ゐ
る
｡
何
上
北
郡
に
は
八
甲
田
連
峯
の
高
田
大
高
'
南
八
甲

凹
の
乗
鞍
岳
'
駒
ケ
峯
'
赤
倉
山
等
の
火
山
及
び
'
貫
'
猿
倉
.
谷

地
等
の
温
泉
'
貫
沼
'
赤
沼
(
八
甲
咽
瑠
璃
湖
)
'毒
液
沼
等
の
火
山

湖
が
あ
る
｡
就
中
八
甲
田
瑠
璃
湖
は
水
色
の
芙
な
る
鮎
に
於
て
世
鼎

に
類
を
見
ら
れ
な
い
ミ
い
は
れ
て
ゐ
る
｡
同
湖
は
赤
倉
山
の
東
麓
に

あ
る
小
湖

(富
沼
よ
り
大
)
で
フ
ォ
ー
レ
ル
水
色
榛
準
液
の
第

.1
競

二
由
,

(貫
沼
第
五
億
枚
色
湖
'十
和
田
湖
第
三
耽
藍
色
湖
)
に
該
昔
す
る
の

で
外
観
に
は
例
が
な
い
0
甫
八
甲
田
の
地
質
は
基
底
部
は
水
成
岩
か

ら
成
る
第
三
紀
盾
で
'
こ
れ
を
破
っ
て
初
期
に
石
英
粗
面
岩
'
石
英

安
山
岩
及
び
そ
の
集
塊
岩
を
'
終
期
に
輝
石
安
山
岩
'
襲
朽
安
山
岩

(
粒
状
)
等
を
噴
出
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
'
天
水
の
別
磨
作
用
を
受

け
た
部
分
に
第
三
紀
盾
が
蕗
出
し
て
ゐ
る
が
'
他
は
概
ね
火
山
岩
及

び
そ
の
集
塊
岩
か
ら
成
っ
て
居
る
｡
故
に

一
般
は
表
盾
は
火
山
岩
府

で
鞍
覆
さ
れ
基
部
は
輝
石
安
山
岩
或
は
石
英
粗
面
岩
か
ら
出
凍
て
ゐ

る
0
叉
高
原
地
帯
の
基
底
部
は
第
三
紀
盾
の
凝
衣
岩
で
'漁
原
地
帯
は

ミ
ヅ
ゴ
ゲ
化
成
の
花
束
骨
一F'火
山
衣
盾
r/)敷
居
交
互
に
異
星
L

T
米

以
上
の
厚
盾
を
形
成
L
t
諸
所
に
不
透
水
の
田
形
池
膳
を
刻
し
高
山

景
観
を
頚
挿
し
て
居
る
｡
浪
原
の
大
規
模
な
も
の
は
駒
ケ
峯
の
南
方

大
谷
地

(
太
田
代
)
で
約
百
五
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
占
め
南
部

は
十
和
田
火
山
に
接
す
る
｡
景
観
的
の

タ
カ
†

JkiI
ヲ
サ

櫛
ケ
峯
の
鞍
部
に
苦
る
高

天

ケ

岱の
長

小
河
知
事
命
名
)
で
小
規
模
の
も
の
は
失 三田 夕漁
根 号渇 ;蘇
は
駒
ケ
峯
.
乗
鞍
岳
'

(
昭
和
十
三
年
八
月
前

渇
で■
何
れ
も
境
倉
か
ら

御
花
部
山
に
通
す
る
新
鮮
道
筋
に
濁
る
か
ら
'
約
二
十
四
粁
飴
の
高

山
路
線
を
徒
歩
で
研
究
し
て
み
る
こ
ミ
も
必
要
ミ
思
ふ
｡
路
線
切
割

の
鹿
を
み
る
rr)よ
く
岩
石
の
配
置
が
判
り
ま
す
｡

東
津
軽
郡

(
青
森
市
を
含
む
)

東
津
軽
郡
は
八
甲
田
山
'
東
岳
等
の
山
岳
多
く
叉
沿
岸
地
方
多
き



た
め
地
質
は
複
雑
で
あ
る
.が
'
概
し
て
夏
泊
牛
島
p,)津
軽
牛
島
は
第

二
転

官
で
青
森
小
平
野
は
第
四
紀
沖
積
盾
で
あ
る
.
南
八
甲
田
の
道

川
岳
'構
岳
'北
八
甲
田
の
酸
湯
大
岳
'井
戸
岳
'赤
倉
岳
'前
岳
t
H
茂

濁
点
'雛
岳
か
ら
'東
捺
'
葎
虫
を
経
て
狩
場
津
に
至
る
山
地
'/)北
津

軽
郡
に
接
す
る

一
帯
の
山
脈
は
龍
飛
岬
に
至
る
迄
悉
-
火
山
岩
'
束

獄
附
近
に
古
生
原
産
化
し
花
嵐
岩
と
石
衣
岩
を
産
;=
す

る
所

が
あ

る
｡
湧
虫
は
安
山
岩
の
間
か
ら
温
泉
湧
出
し
湯
ノ
島
は
輝
石
安
山
岩

の
柱
状
節
理
を
現
は
し
て
ゐ
る
｡
臨
海
安
静
所
の
裸
島
は
石
英
粗
面

岩
の
柱
状
ミ
板
状
の
爾
節
理
が
組
み
合
は
さ
つ
て
る
も
の
で
'
附
近

の
鴨
島
'
茂
浦
島
等
は
何
れ
も
輝
石
安
山
岩
か
ら
成
っ
て
居
る
｡
小

湊
'外
童
ナ

'東
招
村
宮
田
'矢
田
等
は
第
川
紀
洪
積
暦
'戸
山
村
赤
坂

は
第
三
紀
盾
で
戸
崎
附
近
か
ら
出
る
戸
山
碇
は
石
英
粗
面
岩
'
夏
泊

牛
島
の
基
部
洩
所
は
第
叩
紐
沖
積
盾

(
天
然
紀
念
物
鵠
渡
来
地
)
'

安
井
崎
は
斑
槻
岩
'
立
石
に
蔵
岩
が
あ
り
塀
慶
内
路
傍
山
地
に
は
石

●

衣
岩
が
露
化
し
'
東
田
樺
の
樺
山

(
天
然
紀
念
物
)
か
ら
突
端
を
迂

廻
し
て
油
日
崎
に
至
る
迄
は
悉
-
第
三
紀
盾
'
樺
山
附
近
の
水
田
は

沖
積
唐
で
海
虫
の
遺
骸
が
原
因
す
る
塩
基
性
反
膳
を
呈
す
る
の
で
有

名
で
あ
る
｡.
浦
田
'
茂
捕
方
面
は
火
山
岩
で
黒
色
轍
密
な
安
山
岩
が

港
岸
に
重
畳
し
て
る
｡
野
内
背
後
の
山
は
第
三
紀
盾
で
ス
キ
ー
ス
ロ

ー
プ
も
皆
こ
れ
に
屈
し
.
野
内
川
附
近
か
ら
原
別
'
溝
田
'
駒
込
'

筒
井
'
横
内
'
荒
川
'
幸
畑
'
大
野
.
青
森
'
油
川

一
帯
の
平
地
は

第
凹
紀
新
居
沖
積
盾
で
あ
る
｡
油
川
の
野
際
公
園
や
霊
場
附
近

一
帯

青
森
簸
地
贋
大
我

の
丘
陵
地
'
新
城
村
石
江
'
新
城

(
ス
キ
ー
ス
ZI
I
ブ
)
北
部
保
養

院
'
平
岡
の
畑
地
'
高
田
村
日
野
'
大
野
村
安
田
荒
川
村
金
演
等
の

田
地
は
第
四
紀
盲
屠
洪
積
盾
'
高
田
よ
り
新
城
を
経
て
蟹
田
に
至
る

低
い
山
地
は
第
三
紀
盾
で
'
声
門
'
範
ケ
坂
'
浪
館
の
熊
揮
'
孫
内

入
内
'
細
越
等
の
畑
地
'
内
鹿
部
の
据
林
等
は
第
二
転

官
の
例
で
'

内
虞
部
の
山
は
基
岩
は
第
一二
紀
の
砂
岩
で
土
性
は
場
所
的
に
埴
質
壌

上
rr)砂
質
壌
土
で
表
土
は
十
五
糎
か
ら
二
十
四
糎
飴
に
達

し

て

ゐ

る
｡
新
城
村
梅
ケ
坂
山
中
に
ア
ル
カ
り
性
温
泉

(
弱
食
塩
泉
)
が
あ

る
｡
油
川
よ
り
蟹
刑
に
至
る
沿
岸
の
小
高
い
所
は
洪
積
居
で
'
瀬
遠

地
沿
岸
に
は
砂
質
頁
岩
線
的
に
分
布
L
t
こ
れ
に
軟
膜
動
物
の
ウ
ネ

ナ
シ
ト
マ
ヤ
ガ
ヒ
立
錐
の
飴
地
な
-
穿
孔
し
て
棲
ん
で
る
様
は
箕
に

見
事
で
あ
る
｡
叉
蟹
田
村
二
ッ
谷
に
は
線
色
捷
板
岩
が
あ
っ

てこ
の

中
に
海
緑
石
を
含
ん
で
る
の
で
有
名
で
あ
る
｡
六
枚
橋
か
ら
紳
終
類

の
化
石
が
樺
山
費
見
さ
れ
る
｡
平
館
'
某
月
'

1
本
木
'
今
別
､
三

厩
'
宇
織
等
は
安
山
岩
で
.某
月
海
岸
か
ら
舎
利
石

(
盲
名
津
軽
天
'

合
捕
ま
)
ミ
稀
す
る
'
玉
髄

(
方
言
今
別
石
)
の
水
磨
さ
れ
た
小
粒

の
玉
を
産
す
る
｡
平
館
村
根
岸
の
湯
ノ
樺
に
は
湯
ノ
揮
温
泉
が
あ
る
｡

三
厩
附
近
沿
岸
に
は
凝
衣
質
砂
岩
の
海
蝕
を
受
け
て
寄
景
を
呈
す
る

も
の
少
-
な
い
.
龍
飛
は
安
山
岩
pr)凝
衣
岩
か
ら
成
り
岬
を
牡
れ
歳

々
あ
る
｡
帯
島
は
柱
状
rr)板
状
の
節
坪
が
組
合
は
き
っ
た
安
山
岩

で
あ
る
龍
飛
か
ら
頼
櫛
に
通
ず
る
路
線
ト
ン
ネ
ル
は
硬
質
砂
岩

(介

化
石
を
含
む
)
で
石
衣
の
沈
澱
し
た
物
を
鹿
々
に
附
着
し

て居
る
｡

二
五



青
森
♯
地
質
大
我

八
甲
田
山
裾
野
の
雲
谷
'
悶
茂
木
野
の
畑
地
は
安
山
学

府
で

大
矢

揮
'
蛸
ツ
石
'
野
尻
'
合
子
揮
'新
町
野
の
田
畑
及
び
浄
水
場
'車
畑

陸
軍
基
地
は
第
凹
紀
石
原
洪
積
唐
で
あ
る
0
高
田
'
豆
坂
'
新
城

ス

キ

I
場
等
か
ら
掘
祐
戟
鏡
板
困

(
方
言
髄
頭
石
)
が
出
る
0
高
田
村

の
野
樺
山
'
奥
内
村
飛
鳥
か
ら
碇
藻
土
を
産
す
る
｡
備
大
樺
迦
油
田

の
脈
が
新
城
の
天
田
川
上
流
､
新
城
川
支
流
オ
フ
ク
p
帝
の
上
方
､

龍
ケ
坂
ト
ン
ネ
ル
東
口
の
川
岸
及
び
孫
内
の
瀧
ノ
揮
上
流
(約

一
貯
)

の
虚
の
連
夜
質
砂
岩
盾
に
及
ん
で
居
る
｡

八
甲
田
火
山
群
中
田
茂
渇
岳
は
外
輪
山
の
北
部
で
赤
倉
島
は
中
央

火
口
丘
で
あ
る
が
'
火
口
は
著
し
-
破
虞
し
て
僅
か
に
南
壁
が
残
っ

て
熔
岩
そ
の
他
の
堆
積
物
互
盾
し
五
色
の
岩
ミ
呼
ば
れ
る
｡
前
岳
は

外
輪
山
の
北
側
に
噴
出
し
た
寄
生
火
山
'
井
戸
岳
は
赤
倉
岳
の
南
腹

に
噴
起
し
た
寄
生
火
山
(
火
口
直
径
約
二
〇
〇
米
深
さ
約

一
〇
米
)
'

酸
湯
大
岳
は
外
輪
山
の
南
方
に
噴
出
し
た
成
盾
火
山

(
火
口
直
稗
約

一
四
C
米
深
さ
約
五
〇
米
)
で
頂
上
は
集
塊
岩
で
被
は
れ
火
口
壁
の

断
崖
は
集
塊
岩
と
杏
子
状
熔
岩
が
霧
拍
し
て
あ
る
｡
高
田
大
岳

(
上

北
郡
領
)
は
成
盾
火
山
で
火
口
破
壊
し
そ
の
西
方
に
小
岳
ミ
稀
す
る
｡

熔
岩
岳
が
あ
る
｡
雛
岳
(
円
代
岳
)
は
東
側
に
生
じ
た
寄
生
火
山
､
石

倉
岳
は
熔
岩
の
堰
止
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
八
甲
田
山
の
山
鰹
は
悉

く
安
山
岩
で
裾
野
の
雲
谷
岳
は
石
英
粗
面
岩
が
成
る
所
か
ら
考
へ
る

rI).
石
英
粗
面
岩
か
ら
出
凍
て
か
ら
安
山
岩
が
こ
れ
を
貫
い
て
逆
萄

し
た
も
の
の
様
で
あ
る
｡
八
甲
田
山
中
最
後
の
活
動
を
示
し
て
る
の

二
六

は
酸
揚
附
近
で
温
泉
湧
出
し
て
ゐ
る
｡
備
酸
湯
の
百
米
下
方
の
谷
間

に
新
湯
'蓬
か
遠
い
田
代
に
も
新
野

｢完

湯
'荒
川
沿
岸
に
下
湯
等
の

温
泉
が
あ
る
｡
八
月
田
山
か
ら
は
硫
黄
が
産
糾
し
以
前
採
掘
し
た
こ

rIJが
あ
っ
た
'
新
湯
む
下
方
を
流
る
1
荒
川
上
流
に
城
ケ
倉
rr)名
づ

-
る
輝
石
安
山
岩
の
柱
状
節
理
の
絶
景
が
あ
る
｡
八
甲
田
山
中
に
は

南
八
甲
田
つF'等
し
い
浜
原
が
相
雷
に
散
在
し
て
る
｡
主
な
る
も
の
は

仙
人
乎
'
毛
無
岱
'
田
茂
掲
'
田
代
鞄
等
で
泥
家
居
が
火
山
衣
盾
'F'

交
互
に
的
凍
て
る
る
が
南
八
甲

岱
は
第
三
紀
盾
の
高
原
で
等
場
I:[
:
I...:.'訓.: の
よ
り
厚
さ
が
劣
る
｡
田
代

岱
の
二
院
に
分
れ
た
療
大
な

牧
野
で
'
茅
場
の
内
に
は
田
代
沼

(
俗
解
グ
ク
ヮ
)
rr)
い
ふ
湧
水
の

沼
が
あ
る
Q
長
吉
岱
に
は
毒
瓦
斯
を
噴
出
す
る
島
地
赦
'F'硫
酸
塩
を

含
む
強
酸
性
の
水
を
湧
出
す
る
所
が
あ
る
｡
こ
の
酸
水
は
湯
ノ
川
に

流
れ
基
川
か
ら
出
る
酸
水
マレ共
に
下
流
駒
込
川
に
注
ぎ
､
以
前
は
稲

作
を
害
し
青
森
小
平
野
の
水
下
反
別
八
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
反
雷

一
俵

乃
至
二
俵
宛
の
減
収
を
爽
た
し
た
こ

)ヾが
あ
っ
た
｡
(
大
正
十
二
年
)

湯
ノ
川
か
ら
湧
出
す
る
悪
水
量
は
毎
秒
十
五
立
方
尺
だ
が
基
川
で
は

そ
の
十
分
の

一
位
で
'
川
底
に
は
全
-

コ
ロ
イ
ド
状
物
質
が
認
ら
れ

な
い
｡
水
質
酸
度
は
水
源
吉

e
T.7
･
蒜

だ
が
蒜

に
雷

に
従

て
苧

な
り
柑
三
･
完

至

二
･
C
位
に
な
る
｡
湯
ノ
川
の
湧
出
所

は
之
を
汲
取
る
様
に
工
作
が
施
さ
れ
て

族
に
は
有
害
だ
が
人
畜
の
傷
に
封
し
て

る
｡
こ
の
水
は
稲
作
や
魚

思
議
に
効
く
も
の
で
'

放
牧
牛
馬
の
擬
革
､
化
膿
'
人
類
の
洗
眼
等
に
膝
用
さ
れ
'
青
森
市



八
甲
温
泉
の
原
水
も
こ
れ
を
利
用
し
て
る
Pr)聞
い
て
ゐ
る
｡
本
部
に

は
銀
山
も
少
か
ら
ず
あ
る
が
諏
訪
樺
'
上
碗
'
瀧
ノ
揮
.
大
盛
'
鳴

滞
等
は
以
前
採
掘
し
た
朗
瀬
が
'
新
に
諸
所
に
試
掘
し
て
る
所
も
少

く
な
い
○

北

津

軽

郡

東
津
軽
郡
に
揺
す
る
山
脈
は
輝
石
安
山
岩
こ
れ
に
給
う

て大
伴
勉

か
ら
中
里
に
至
る
や
土
向
い
山
地
及
び
､太
田
'小
泊
附
近

の山
地
は

第
三
紀
居
'
小
泊
は
本
部
中
特
異
の
地
質
至
不
す
虚
で
夢

二
紀
盾
の

下
部
に
属
す
0

1
部
に
古
生
盾
あ
る
が
琴

二
紀
卑
＼)断
盾
で
鼎
さ
れ

て
ゐ
る
｡
岩
石
は
第
三
紀
唐
の
貞
岩
蛍
達
し
石
夫
を
産
す
る
虞
少
-

脈
か
摘

rS
･,:
ト
紺

約
硝
銅

的

銅

鵬
錯

摘

絹

鮒
附

崎

(小
泊
岬
)
は
突
出
す
る
こ
rr)約
凹
軒
附
近
に
奇
岩
怪
石
吃
立
L
t

時
に
は
刷
る
が
如
き
断
崖
を
な
し
洞
穴
叉
は
石
門
を
作
り
海
蝕
の
行

は
れ
た
こ
Pr)を
示
し
て
み
る
｡
小
泊
か
ら
西
に
進
&
fJ始
め
は
凝
衣

岩
次
は
硬
岩
pJ)石
英
粗
面
岩
'[)を
見
る
.
岬
頚
に
近
い
排
天
網
の
達

は
石
英
粗
面
岩
の
大
絶
壁
又
は
島
塊
で
あ
る
｡
岬
の
爽
端
は
貞
岩
鼻

拙
し
そ
の
南
方
の
も
の
は
著
し
-
摺
曲
し
て
ゐ
る
｡
阿
蘇
内
か
ら
岩

石
が

一
筆
し
て
黒
色
轍
賓
の
玄
武
岩
'/)な

る｡
脇
元
'
磯
松
等
の
多

少
分
解
し
た
桝
に
は
玉
髄
.
碧
玉
叉
は
織
石
英
等
の
水
磨
き
れ
た
所

謂
錦
色
が
産
す
る
｡
権
現
岬
は
石
衣
岩
'
粘
板
岩
が
角
岩
上
に
重
な

青
集
霊
地
賞

大
難

り
F
F
穴
rJJ稀
す
る
石
門
は
'
石
衣
岩
上
を
被
ふ
安
山
草
が
海
蝕
を

受

け
た
も
の
で
幅

一
米
長
さ
十
二
米
に
及
ん
で
る
｡
小
泊
か
ら
閃
亜

鉛
鋳
'長
珠
岩
及
稽
曲
の
岩
片
が
円
ら
｡
十
丁二
湖
の
束
岸
か
ら
中
里
､

金
木
'
飯
詰
を
だ
て
浪
岡
に
至
る
平
地
よ
り
も
少
し
高
い
所
は
悉
-

第
四
紀
石
倉
で
'
十
三
湖
の
東
部
即
ち
十
三
湖
か
ら
武
田
.二
一好
'
五

所
川
原
'軽
的
'板
柳
に
至
る
寡
漠
た
る
平
地
は
何
れ
も
第
四
紀
新
居

押
棒
骨
で
あ
る
｡
岩
木
川
沿
岸
の
嘉
瀞
.
毘
沙
門
等
は
西
郡
'IJ等
し

-
泥
漠
を
産
L
I
七
和
村
前
田
野
目
原
油
湧
出
地
は
同
部
落
か
ら
前

田
野
目
川
を
遡
る
こ

Jヾ約
三
百
米
の
支
流
油
津
薄
口
に
あ
る
｡
原
油

は
馬
の
紳
山
背
斜
盾
の
西
巽
を
な
し
て
ゐ
る
貞
岩
及
び
凝
衣
岩
居
中

に
挟
在
し
て
る
糠
色
凝
次
岩
か
ら
藩

化し
て
居
る
｡
嘉
蘇
村
中
田
川

上
流
大
川
日
揮
Q
.油
田
は
基
沼
か
ら
約
千
二
百
米
を
距
た
つ
て
る
川

岸
に
あ
る
｡
廃

油
は
馬
の
紳
山
背
斜
盾
を
な
ん
て
る
高
岩
rIJ
凝次
岩

居
中
に
あ
る
石
英
粗
面
岩
の
岩
床
を
貫
通
し
た

.玄
武
岩
質
安
山
岩

の
裂
目
frJ孔
衆
の
中
に
含
ま
れ
て
る
が
第
三
紀
骨
か
ら
番
人
し
た
も

の
ら
し
い
｡
蕃
良
市
小
出
川
支
枕
許
右
衛
門
帝
入
口
か
ら
上
流
約
年

粁
位
の
川
岸
に
'
曲
師
の
浮
背
斜
肴
を
な
し
て
る
黒
色
頁
岩
原
の
間

に
浸
染
し
た
抽
個
も
あ
る
O
･]同
村
額
に
は
r
J
の
外
曲
師
樺
背
斜
盾
に

敷
ヶ
所
の
原
油
湧
出
所
が
あ
る
｡
焚
深
山
は
北
津
軽
那
'rJ東
津
軽
郡

の
境
界
pJJな
TO
山
で
'
山
煙
は
石
英
粗
面
岩
か
ら
成
り
そ
の
凹
周
は

凝
衣
岩
に
取
囲
ま
れ
'
山
下
の
上
原
は
第
三
紀
新
世
の
ホ
ク
テ
ガ
ヒ

の
化
石
骨
に
な
っ
て
る
の
で
名
が
あ
る
｡
十
三
渇

(
十
三
湖
)
総
津

二
七



青
森
嚇
油
井
大
職

軽
牛
島
の
西
海
岸
に
あ
る
潟
湖
で
津
軽
平
野
の
北
端

に
あ

る
｡
水

源
は
岩
木
川
'F'田
光
沼
の
下
流
が
注
ぎ
西
部
は
砂
塀
に
堰
止
め
ら
れ

て
三
角
形
を
呈
し
'
岩
木
川
の
間
断
な
き
土
砂
の
堆
積
に
上
っ
て
湖

底
が
著
し
く
哩
積
さ
れ
'
叉
下
流
に
は
莫
な
る
デ
ル
タ
が
著
し
く
哉

達
し
こ
の
潟
湖
を
縮
少
し
て
居
る
｡
日
本
海
に
揖
-
湖
口
は
砂
酵
南

北
よ
り
出
て
そ
の
間
は
極
め
て
狭
く
激
浪
は
海
砂
を
吹
い
て
往
々
そ

の
口
を
閉
す
る
こ
'F'も
あ
る
｡
湖
水
は
海
水
の
流
入
に
よ
り
鹸
水
で

あ
る
が
岩
木
川
の
注
ぐ
所
は
淡
水
で
あ
る
た
め
に
触
淡
両
性
の
水
族

が
棲
息
し
て
居
る
｡
十
三
潟
附
近
に
は
方
言
釜
石
叉
は
7
マ
イ
シ
ミ

名
づ
-
る
襲
質
頻
衣
岩
及
び
川
流
に
は
莫
罵
な
産
草
木
が
水
磨
き
れ

て
あ
る
｡
薄
i;
か
ら
石
鹸
石
(
方
言
ネ
バ
)
､嘉
瀬
か
ら
石
鹸
石
pr)鍾

藻
土
､
七
和
村
椿
子
樺
か
ら
合
繊
粘
土

(
方
言
ス
サ
ウ
ス
カ
べ
)

杏

産
し
.
相
内
村
太
田
大
道
寺
樺
の
沿
岸
に
約

一
米
位
の
盾
を
な
し
た

石
未
が
蕗
出
し
て
ゐ
る
｡
嘉
良
市
山
に
は
黄
銅
鍍
'
黄
幾
錬
'
閃
亜

鉛
鏡
'
衰
昌
石
等
立
派
な
も
の
が
産
出
す
る
｡
北
津
軽
郡
に
は
温
泉

は
な
い
が
書
良
市
の
瀧
の
浮

(
単
純
泉
)
及
び
.
金
木
の
川
倉

(食

塩
含
有
苦
味
泉
)
の
冷
泉
が
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

南

津

軽

部

八
甲
田
山
に
接
す
る
描
ケ
峯
､
横
岳
及
び
十
和
田
御
花
部
山
に
接

す
る
山
地
か
ら
碇
ヶ
関
に
至
る
山
地
は
火
山
岩
.
こ
れ
に
滑
ふ
て
大

群
劫
の
束
に
あ
る
山
地
か
ら
黒
石
の
束
に
至
る
山
地
は
第
三
丑
盾
'

二
八

黒
石
'
三
島
'高
館
'竹
鼻
'
北
中
野
'
五
本
椅
'
羽
黒
平
'板
橋
か
ら
更

に
東
の
王
飴
魚
津
に
至
る
附
近
は
第
川
紀
洪
積
盾
.
大
杉
村
長
沼
'

杉
ノ
浮
'
大
伴
迦
停
車
場
前
か
ら
硬
び
て
抱
枝
'
櫓
揮
'
銀
'
郷
山

前
'
吉
野
田
等
の
少
し
高
い
所
も
洪
積
盾
で
あ
る
｡
上
記
の
問
に
あ

る
平
坦
な
併
即
ち
大
樺
迦
'徳
才
子
'高
屋
敷
'杉
帝
'浪
岡
'女
鹿
洋
'

書
内
'
本
郷
'
二
壁
子
.
神
苑
'
赤
ツ
茶
'
川
部
'
藤
崎
'十
二
男
'

尾
上
'
猿
賀
'
浅
瀬
石
'
常
盤
'
柵
岡
､
田
舎
館
'
金
田
'
柏
木
'

町
居
'
尾
崎
､
大
光
寺
'
石
川
'
新
館
'
沖
館
'
大
鰐
'
戒
館
'
長

峯
'
苦
木
'
早
瀬
野
'
錠
ケ
閲
.
久
書
等
は
沖
積
盾
で
'
山
地
名
の

竹
館
村
の
唐
竹
'
虞
賠
等
は
洪
積
唐
'
唐
牛
.
苗
懸
等
は
第
三
紀
盾

で
あ
る
が
'
津
軽
平
野
の
束
綾
は
大
館
山
断
骨
崖

(
ニ
由

七
米
)
西

北
に
走
り
'
山
麓
に
革
具
地
帯
鋸
歯
状
に
並
び
革
具
の
産
多
-
'
平

野
の
田
畑
は
地
力
豊
沃
で
米
の
産
出
が
多
い
｡
岩
石
配
置
状
況
を
み

る
rr)願
境
矢
立
峠
は
線
色
兵
家
岩
で
'
附
近
揚
帝
温
泉
'湯
浄
銀
山
'

御
恨
屋
岳
'
津
刈
温
泉
等
床
面
積
に
五
･S>'
湯
津
の
東
方
に
故
瑠
質

石
英
安
山
岩
が
あ
る
｡
.竹
館
村
の
鹿
角
部
に
境
す
る
附
近

一
帯
は
第

三
紀
盾
で
柴
森
は
石
英
粗
面
岩
三
両
輝
石
安
山
岩
か
ら
成

っ
て
ゐ

る

阿
閣
産
山
は
爾
輝
石
安
山
岩
で
そ
の
麓
は
東
南
部
(
第
三
紀
盾
)

を
除
き
周
遵
悉
く
角
壁
凝
衣
岩
二

二
尊
瀧
も
角
壁
凝
衣
岩
'
ニ
森
山

は
繭
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
が
南
西
の
中
腹
部
に
石
英
粗

面
岩

が
あ

る
｡
大
鰐
銀
山
は
石
英
粗
面
岩
.
戸
和
田
山
は
線
色
凝
衣
岩
で
あ
る

が
貴
解
神
社
の
あ
る
席
は
石
英
粗
面
岩
'
そ
の
麓
抹
粘
坂
寄
で
あ
る
｡



虹
見
川
を
捕
る
解
境
に
あ
る
石
の
塔
rJJ
い
ふ
高
さ
胴
百
米
の
突
出
し

た
岩
は
石
英
粗
面
岩
で
あ
る
｡
虹
見
川
沿
岸
に
も
石
英
粗
面
岩
が
あ

り
そ
の
他
硬
質
凝
次
岩
､
安
山
岩
'角
岩
等
も
あ
る
'
八
幡
館
風
吹
山

か

ら
採
掘
す
る
石
材
は
褐
色
粗
粒
の
角
硬
質
凝
衣
岩
で
'
安
山
岩
の

稀
府
片
を
含
み
黒
色
放
瑠
質
物
は
縞
状
を
な
し
て
ゐ
ろ
J
､宿
ケ
原
石

rr)
い
ふ
の
は
石
英
粗
面
岩
で
淡
緑
色
に
白
い
斑
期
が
あ
り
石
垣
等
に

用
ひ
ら
れ
る
｡
鈴
石
は
乳
井
か
ら
産
す
る
奇
石
で
石
英
粗
面
岩
が
球

状
組
轍
に
な
り
'
球
内
に
熔
け
た
石
英
粒
が
振
る
r/善

を
出
す
か
ら

こ
の
名
が
あ
る
｡
本
邦
'/)鏡
柔
関
係
を
見
る
fJ)石
油
は
大
鐸
迦
油
田

の
分
派
'(,し
て
大
杉
村
梅
津
'浪
岡
村
王
飴
魚
津
'野
滞
村
吉
田
野
田

(
7
ス
フ
7
ル
ー
も
産
す
る
)
'五
郷
村
上
相
港
等
が
あ
る
が
'
別
に

町
居
村
に
も
古
来
採
油
し
た
油
井
が
あ
っ
て
今
年
か
ら
深
筋
道
試
掘

す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
｡
早
瀬
野
の
奥
地
か
む
タ
ン
グ
7(
テ
ン
原

魂
'
山
形
材
青
荷
川
上
流
か
ら
ア
ル
､､:
ニ

ー
ム
原
鏡

へ
EL
イ
サ
イ

･･が
出
る
'
石
川
町
大
洋
に
は
砂
金
鎖
床
'
尾
崎
山
か
ら
酸
性
白
土

が
多
量
に
産
す
る
｡
温
湯
'
大
鰐
附
近
か
ら
石
鹸
石

(
方
言
カ
べ
､

ネ
.ハ
)
が
出
る
の
で
こ
れ
を
粉
末
に
精
製
し
洗
粉
の
原
料
に
し
て
居

ら
.
唐
竹
村
の
崖
か
ら
天
然
大
栄
が
出
る
が
量
が
少
小
こ
れ
を
地
方

で
は
岩
轟
又
は
オ
コ
ズ
ミ
と
名
づ
け
て
ゐ
る
｡
東
津
軽
郡
の
虎
で
述

べ
た
後
頭
石
は
1Hl
飴
魚
津
か
ら
も
出
る
0
本
郡
の
浪
泉
は
他
郡
に
比

し
多
く
大
鰐
'
政
館
'
碇
ケ
閲
を
始
め
P/)し
湯
ノ
浮
'
津
刈
'温
湯
'

板
留
'
落
合
'
二
庄
内
'
首
級
'
要
目
'
沖
浦
'
育
荷
'
切
明
'
渦

青
森
簾
地
質
大
喪

川
等
で
'
冷
泉
に
は
唐
竹
'尾
崎
､本
郷
等
は
世
に
知
ら
れ

てゐ
る
｡

ノ
中
津
軽
郡

(
弘
前
市
を
含
む
)

岩
木
山
及
び
そ
の
附
近
山
地
は
火
山
岩
で
岩
木
村
大
字
新
法
師
の

稔
の
田
畑
'
百
津
の
久
保

(
田
)
'寺
滞

(
価
)
等
は
安
山
岩
の
片
府

で
あ
る
｡
千
年
村
の
山
地
目
屋

川
繭
岸
の
山
地

一
帯
は
第
三
紀
盾
で

西
部
赤
石
川
上
流
地
帯
の
花
南
岩
脈
が
通
じ
て
ゐ
る
｡
東
目
屋
'
西

目
屋
の
耕
地
は
第
三
紀
屠
.
相
馬
村
紙
嫌
樺
山
越
の
畑
'
龍
ケ
牢
の

畑
等
は
琴

二
紀
盾
.
弘
前
市
及
び
附
近
の
低
い
高
原
は
第
四
紀
洪
積

盾
'
即
ち
高
杉
柑
喝
狐
'
甫
坂
.
糠
坪
等
の
州
'
富
刑
の
稔
野
'
桔

梗
野
.
裾
野
の
屯
津
'
見
津
'
樹
木
'
十
腰
内
､
新
和
村
小
友
､
胎

津
村
'
中
別
所
t
.封
館
､
折
笠
'
岩
木
村
の
宮
地
､
五
代
(
早
稲
田
)

薪
岡
'
駒
込
村

一
町
田
'
余
年
'
千
年
村
政
木
卒
'
清

水
森

'
小

栗
山
'
堀
越
村
の
大
清
水
'
門
外
'
川
合
'
清
水
村
頭
声

(
中
野
'

鳴
瀬
､
芦
野
'
村
元
へ
下
湯
口
等
は
洪
積
盾
で
あ
る
.
弘
前
坪
附
近

の
平
地
撫
手
子
'
津
賀
野
.
外
ノ
瀬
'
駒
越
'
藤
代
村
の
給
水
.
町

田
'
藤
代
'
中
崎
二
二
世
寺
'
大

川
'
石
渡
､
土
堂
t
,蒋
中
'鳥
町
'

新
和
の
神
原
'
字
野
田
'
帝
女
子
'
種
市
'
富
桑
､
蒔
首
'/駒
越
の

虞
土
'
龍
ノ
ロ
'
駒
越
'
鳥
井
野
'
豊
田
柑
新
里
二
向
田
等
は
第
凹

紀
沖
積
骨
で
あ
る
｡
岩
大
川
は
邪
の
西
境
､
甫
墳
及
び
岩
大
山
汝
の

水
を
集
め
'
郡
の
中
央
部
を
東
洗
し
て
津
軽
平
野
に
他
で
郡
の
東
境

を
北
に
流
れ
て
ゐ
る
.

二
九



曹
森
殊
壇
宜
大
耗

J
栗

山
は
郡
S
西
北
部
に
あ
る
n
ニ
ー
デ
で
頂
上
に
小
ト
ロ
イ
デ

が
あ
る
｡
二
重
式
成
盾
火
山
を
成
し
て
あ
る
｡
こ
の
火
山
附
近
は
第
三

紀
唐
の
療
深
期
で
こ
の
盾
が
出
水
て
か
ら
日
本
海
方
面
よ
り
来
た
側

壁
が
東
南
東
に
働
き
'
摺
曲
叉
は
断
唐
を
生
じ
こ
の
溺
鮎
に
沿
う
て

岩
木
山
の
噴
出
が
起
っ
た
も
の
の
様
に
考
へ
ら
れ
る
C
境
川
の
初
め

は
第
三
紀
の
最
新
期
で
第
朋
紀
洪
積
期
に
な
っ
て
最
も
盛
に
な
り
現

在
の
山
容
が
出
奔
'
有
史
以
後
は
大
い
に
嚢

へ
慶
長
二
年

(
1
五
九

七
)
か
ら
文
化
三
年

(
一
八
六
八
)

迄
二
十
回
噴
火
し
た
こ
と
が
歴

史
に
上
っ
て
居
る
｡
有
史
以
後
は
草
に
火
山
友
や
火
山
砂
を
噴
出
し

た
ば
か
り
で
現
今
は
仝
-
休
息
の
状
態
に
な
り
'
山
麓
に
紐
'
揚
段

の
.温
泉
は
そ
の
飴
波
と
し
て
凍
っ
て
る
の
み
で
あ
る
.
岩
木
山
の
頂

上
に
三
つ
の
峯
が
あ
る
｡
北
な
る
を
厳
木
山
'南
の
峯
は
鳥
海
山
'中

央
は
岩
木
山

】々
い
れ
て
ゐ
る
｡
厳
木
山
は
外
輪
山
の
北
部
で
菅
火
口

側
は
急
傾
斜

(
約
凶
〇
度
)
で
あ
る
が
北
側
は
二
十
度
の
傾
斜
に
過

な
い
｡
岩
木
山
は
中
央
火
口
丘
で
完
全
な
囲
錐
形
を
な
し
'
山
頂
に

は
火
口
な
-
金
山
熔
岩
か
ら
成
っ
て
る
塊
状
火
山
で
あ
る
｡
こ
れ
は

嘗
火
口
の
南
方
に
偏
し
て
噴
出
し
た
も
の
で
'
外
輪
山
の
南
壁
が
破

壊
さ
れ
そ
の
熔
岩
は
西
南
に
七
流
程
流
れ
て
ゐ
る
｡
そ
の
西
南
腹
に

鳥
の
海
爆
裂
火
口
が
出
水
そ
の
西
に
鳥
海
山
が
隆
起
す
る
様
に
な
っ

た
｡
岩
木
山
に
は
爆
裂
火
口
比
が
十

一
も
あ
っ
て
種
蒔
苗
代
も

一
例

で
水
深

1
米
径
五
卜
米
位
あ
る
.
叉
北
方
の
合
樺
も
同
様
な
も
の
で

深
さ
育
米
に
達
し
赤
倉
津
の
深
谷
を
起
し
て
ゐ
る
｡
岩
木
山
の
麓
は

r

ノ

♂

三

〇

傾
斜
が
束
第
に
授
か

と
な
り
速
に
贋
大
な
裾
野
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
同

山
の
熔
岩
は
極
め
て
堅
密
で
両
輝
石
安
山
岩
が
そ
の
大
部
を
占
め
て

居
る
｡
裾
野
の
食
平
石
は
こ
の
熔
岩
流
の
表
面
が
板
状
に
凝
固
し
た

も
の
で
'
繭
輝
石
安
山
岩
の
板
状
節
理
を
な
し
た
典
型
的
の
も
の
と

し
て
有
名
で
あ
る
｡
こ
の
石
材
は
駒
越
村
大
字
粂
牢
字
石
山
添
に
産

す
る
た
め
二
の
名
が
起
-
'
節
理
は
厚
さ
六
糎
乃
至
九
線
の
坂
を
重

ね
た
様
な
も
の
で
薄
い
も
の
に
な
る
rr)九
粍
乃
至
十
五
粍
で
あ
る
が

通
常
厚
さ
十
二
糎
乃
至
十
五
糎
幅

1L
･
八
米
乃
至
二
米
'
長
さ
三
･
六

米
乃
至
五
米
飯
の
も
の
も
棟
に
探
れ
る
｡
石
は
帝
青
衣
色
で
輝
石
及

び
斜
長
石
の
球
晶
を
含
み
長
石
は
概
ね
分
解
し
て
ゐ
る
｡
敷
石
や
記

念
碑
の
材
料
P,)し
て
盛
に
採
掘
さ
れ
る
｡
西
目
屋
の
山
地

1
帯
は
滞

三
紀
盾
で
火
山
岩
は
少
し
あ
る
｡
湯
ノ
津
'大
帝
.大
川
の
嫌
域

一
帯

は
線
色
凝
衣
岩
､
角
蟹
凝
衣
岩
で
基
底
硬
岩
は
大
津
上
流
に
明
か
に

な
っ
て
ゐ
る
｡
暗
門
川
の
両
岸
は
黒
色
貞
岩
で】互
屠

(頁
岩
及
び
療

衣
岩
)
よ
り
成
り
'
ハ
ヤ
り
洋
'
カ
ブ
ト
樺
'大
秋
'
田
代
'高
森
等
に
は

化
石
を
産
す
る
｡
こ
の
附
近
断
盾

に
富
み
暗
門
上
演
に
は
南
北
性
の

大
断
盾
が
あ
る
｡
こ
の
地
帯
蛮
物
着
否
に
富
み
津
軽
'瀬
ノ
揮
'大
太
'

原
良
樺
'
日
嘆
二

二
樺
'
八
光
'陸
奥
'河
原
津
等
の
諸
銀
山
が
あ
る
｡

就
中
津
軽
鏡
山
主
重
な
も
の
で
金
.
銀
'
銅
'
鉛
'
亜
鉛
を
産
す
る

千
年
柑
'
苗
代
'
山
北
麓
'
大
和
浮
川
上
流
に
あ
る
座
預
岩

(
座
頭

石
)
は
古
生
唐
の
水
成
岩
崖
で
'
粘
板
岩
'
種
岩
は
角
岩

'
7
ヂ

ノ
ー
ル
坂
岩
'
千
枚
岩
等
が
凝
衣
岩
を
貫
い
て
筆
立
L
t
こ
れ
が
作



I
E

.I
I

樺
暗
合
以
北
二
股
咽
合
に
も
及
び
相
普
洗
い
面
積
と
占
め

てみ
る
｡

そ
れ
か
ら
湯
口
の
川
砂
の
中
に
は
倉
チ
タ
ン
砂
銭

(
約

1

凹%
)
が

卑
見
さ
れ
る
｡
柵
打
鉄
山
は
練
色
超
次
岩
を
母
岩
●,J
L
閃
虚
鉛
薪
'

東
銀
鎖
を
産
す
る
｡
清
水
付
下
湯
口
糊
内
川
滑
岸
は
第
三
転
居
'
洪

積
盾
'
沖
積
盾
'
輝
石
安
山
岩
及
び
火
山
岩
屑
等
か
ら
成
･B
t
琴

二

紀
盾
黒
色
貞
岩
中
に
盾
状
を
な
し
て
桂
浜
土
か
あ
る
｡
そ
の
盾
位
略

々
東
西
で
北
に
廿
乃
至
柵
度
の
傾
斜
を
な
し
居
の
厚
さ
二
十
乃
至

二

十
米
に
連
し
て
ゐ
る

(大
正
五
年
か
1r
掬
J-
始
め
允
)
O
小
津
村
か

ら
酸
性
白
土

久渡
寺
山
は
安
山
岩
で
蒲
俺
鏡
'
酸
性
白
土
等

が
伯

る
｡
弘
前
市
内
の
川
か
ら
玉
髄
が
出
る
し
大
概
寺
の
南
方
に
高
い
赤

土
膚
が
あ
る
｡
こ
の
上
居
は
軽
石
を
含
ん
TJ
る
か
ら
岩
木
山
噴
火
の

作
用
で
出
来
た
風
稜

ロ
ー
ム
',)考

へ
ら
れ
る
｡
相
馬
村
砥
港
に
は
石

英
粗
面
岩
の
石
材
相
馬
川
上
洗
二
股
洋
に
頁
岩
が
あ
る
｡
岩
大
山
麓

に
は
赦
.
湯
段
'岩
木
の
温
泉
並
に
裾
野
冷
泉
等
が
あ
る
｡
侮
日
屋
､

千
年
'
岩
大
村
の
動
力
襲
質
し
た
き
成
岩
地
帯
に
稔
等
の
自
生
す
る

所
が
あ
る
｡西

津

軽

郡

秋
田
蝶
境
狽
神
崎
か
ら
海
岸
倦
ひ
に
入
良
川
附
近
の
地
帯
は
閃
株

岩
が
襲
達
し
て
る
｡
岩
木
山
に
接
す
る
庚
は
火
山
岩
で
自
紳
岳
は
坪

石
安
山
岩
で
あ
る
｡
絵
ケ
津
以
南
'
赤
石
､
中
村
'
鳴
港
連
'良
木
'

北
金
ケ
軍

深
浦
'
岩
崎
等
の
附
近
の
山
地
は
夢

二
紀
盾
で
'
中
村

青
嚢
雛
壇
景
大
数

川
上
流
に
は
花
尉
岩
同
地
笠
置
山
地
方
に
は
碓
紋
岩
の
岩
脈
が
露
は

れ
て
居
る
｡
岩
崎
か
ら
大
間
也
に
至
る
少
し
高
い
厨
は
洪
繍
居
で
深

浦
附
定
か
ら
井
戸
附
近
道
の
沿
岸
地
帯
は
隆
起
海
岸
段
丘
'
七
里
長

演
の
砂
丘
と
舘
岡
以
北
の
こ
れ
に
撞
球
す
る
平
地
部
落
は
節
用
錠
沖

積
暦
.
鯨
岡
か
ら
舞
戸
附
近
の
沿
岸
は
賂
四
定
吉
官
洪
溝

居

で
あ

ち
.
そ
の
他
の
平
野
稲
垣
'
館
問
'
川
除
.
境
港
'
十
三
'
大
迫
'

森
田
'
柏
､
水
元
.
柴
田
顔
び
犀
嵐
山
は
芥
川
紀
新
暦
沖
積
盾
で
'

描
壇
､
木
造
'
柴
刑
'
館
岡
等
廉
汎
な
地
域
に
泥
未
が
分
布
す
る
O

革
力
は
低
所
は
沖
積
盾
で
小
高
い
所
は
洪
積
に
な
っ
て
み
る
｡
本
部

の
西
海
岸
は
睦
ケ
津
に
見
る
様
な
こ
ろ

位
の
段
丘
が
費
達
し
て
る
の

で
'
幾
回
と
な
-
隆
起
運
動
が
繰
返
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
｡

こ
こ
の
岩
石
は
圭
と
し
て
頁
岩
で
大
戸
瀬
の
田
ノ
津
附
近
に
及
ん
で

る
｡
大
戸
瀬
の
千
養
女
',)
い
ふ
奇
岩
は
接
色
角
ヰ
凝
友
岩
で
二
着

に

竜
っ
て
る
｡
節
理
に
表
面
が
彫
刻
さ
れ
'
塵
轟

い
た
様
に
な
り
周

囲
十
八
米
高
さ
約
二
米
海
上
に
現
は
れ
て
あ
る
｡
こ
れ
と
同
質
の
岩

石
が
二
偶
約
十
八
米
を
拒
て
1
吃
立
す
'
そ
の
大
な
る
は
大
戸
瀬
小

な
る
と
小
戸
潮
と
呼
ん
で
る
｡
こ
の
岬
角
の
岩
盤
が
江
戸
時
代

(
寛

政
蛸
年

l
七
九
三
)
.Q
末
期
に
隆
起
し
た
新
ら
し
い
も
の
で
あ
る
｡

舞
戸
溝
の
北
方
晋
牢
と
い
ふ
抵
壁
は
水
硬
岩
の
尾
膚
高
く
犀
風
の
倭

に
斉
川
し
て
る
｡
安
山
岩
質
凍
衣
岩
は
走
向
北
十
度
'
東
傾
斜
面
十

二
度
を
な
し
て
規
は
れ
'
軽
石
居
は
流
紋
岩
の
岩
梁
か
ら
肘
東
方
も

の
で
石
英
'
雲
母
を
含
み
質
が
胞
-
膚
の
厚
さ
十
米
に
及
ぶ
節
が
あ

雷

二二



青
森
妹
地
膚
大
和

る
｡
累
居
中
貞
岩
の
上
部
か
ら
石
油
湧
出
す
る
肝
が
あ
る
｡
叉
居
中
に

は
褐
尖
を
爽
在
し
懸
錘
直
下
の
砂
演

一
帯
に
は
砂
鎖
が
あ
る
｡
北
金

ケ
浮
か
ら
鯵
ケ
浮
迄
の
海
岸
は
殆
ん
ど
凌
衣
岩
質
貞
岩
で
.
鯵
ケ
樺

か
ら
唱
樺
の
間
心
同
様
で
骨
る
｡
追
良
瀬
川
を
撃

て
北
岸
は
遊
衣

質
貞
岩
盛
大
は
角
磯
凝
衣
岩
だ
が
部
落
の
北
端
に
は
凝
衣
質
貞
岩
が

産
出
L
tそ
の
厚
さ
約
三
十
米
で
北
方
鯵
ケ
滞
迄
連
結
す
る
｡
深
浦
は

遵
奉

石
で
岡
の
町
は
角
傑
凍
害

石
の
購
い
居
か
ら
成
り
囲
党
寺
附
近

に
及
び
境
紳
鼻
は
こ
の
産
衣
岩
の
奇
景
々
呈
し
た
も
の
で
あ
る
｡
人

前
崎
附
近
は
石
英
粗
面
岩
で
固
覚
寺
に
寄
っ
た
方
は
柱
状
節
理
'
崎

に
近
い
方
は
板
状
節
理
で
淡
緑
色
を
し
て
居
る
｡
艦
作
岬
は
火
山
岩

及
び
火
山
岩
屑
で
沿
岸
の
大
間
｡
横
磯
'
月
島
迄
の
背
後
は
琴

二
紀

唐
'
月
屋
か
ら
樺
山
を
経
て
浬
蓮
附
近
に
至
る
西
部
は
線
的
に
輝
石

安
山
岩
､
こ
こ
か
ら
岩
崎
に
至
る
沿
岸
は
第
三
紀
盾
で
岩
崎
'森
山
'

稔
所
'黒
崎
等
に
接
績
す
る
C
岩
崎
の
ガ
ン
カ
ラ
穴
は
石
英
粗
面
岩
の

柱
状
節
理
に
波
浪
の
海
蝕
が
作
用
し
て
大
き
な
淘
穴
で
'
附
近
の
十

二
湖
'/)共
に
同
地
方
の
名
勝
で
あ
る
.
笹
内
川
の
北
岸
に
は
兵
家
質

の
貞
岩
が
南
北
傾
斜
西
に
約
五
度
角
に
露
出
し
.
岩
崎
の
北
側
の
盤

に
集
塊
岩
小
畢
校
西
側
の
坂
道
に
石
英
粗
面
岩
が
露
出
し
て
居
る
｡

濁
川
の
入
口
附
近
に
は
虞
珠
岩
が
屠
状
叉
は
角
礎
状
を
な
し
上
部
は

白
色
の
火
山
家
居
で
被
は
れ
て
ゐ
る
｡
十
二
湖
は
椅
神
村
の
欝
蒼
た

る
森
林
中
に
あ
る
湖
沼
群
で
'
濁
川
に
沿
う
て
約
二
粁
位
上
る
と
最

初
の
沼
に
連
す
る
'
そ
れ
か
ら
東
北
に
向
つ
て
漸
次
東
南
に
折
れ
弧

三
二

形
を
描
い
て
約
二
･
五
秤
の
闇
に
七
つ
の
沼
が
連
な
る
'
こ
れ
即
ち

七
ツ
池
で
そ
の
南
に
二
個
あ
っ
て
四
列
を
造
る
沼
が
あ
る
'
そ
.6
円

長
南
に
あ
る
大
池
は
標
高
二
百
三
十
二
米
の
所
に
あ
り
長
径
九
百
米

i?
及
び
こ
の
湖
沼
群
中
点
大
の
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
外
に
奥
の
方
に

多
数
の
沼
が
あ
っ
て
親
計
三
十
二
蔭

に
達
す
る
｡
十
二
湖
は
ア
ル
カ

リ
湖
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
富
み
紅
鯉
の
養
殖
が
行
は
れ
て
ゐ
る
0
附

近
の
日
暮
､
新
日
暮
の
断
崖
は
展
珠
岩
質
凝
衣
岩
の
白
色
岩
肌
で
あ

る
と
｡
十
二
湖
も
始
ん
ど
同
じ
も
の
で
虞
珠
岩
が
あ
る
位
で
他
の
岩

石
は
認
め
ら
れ
な
い
｡
西
津
軽
海
岸
は
化
石
の
出
る
庚
が
多
い
｡
大
戸

瀬
村
田
ノ
浮
附
近
か
ら
ホ
タ
テ
ガ
ヒ
'
カ
シ
パ
ン
類
､
貝
良
太
南
方
か

ら
木
葉
化
石
や
貝
類
､
点
本
か
ら
鯨
骨
'
深
浦
吾
妻
川
上
流

(
約
五

秤
)
に
ホ
タ
テ
'
碇
化
大
(
下
流
に
は
錦
石
)
'岩
崎
鉄
山
か
ら
7
ヲ

ザ
メ
の
歯
(
カ
ル
カ
ル
ド
ン
)
'笹
内
川
上
流
に
ホ
タ
テ
ガ
ヒ
が
襲
見

さ
れ
て
る
が
'
赤
石
川
下
流
カ
ノ
ト
津
､
@
'浮
川
河
汀
附
近
寄
か
ら

も
蔑
見
さ
れ
る
｡
田
ノ
滞
附
近
の
化
石
は
何
れ
も
浅
海
性
の
も
の
ば

か
り
'
千
畳
敷
の
オ
.ハ
キ
.4
す
ナ
'
ア
ミ
ガ
ヒ
等
は
有
名

V.Jあ
る
｡

こ
れ
等
の
化
石
を
見
て
も
第
三
紀
の
新
世
萩
に
農
す
る
岩
石
が
湧
海

で
沈
積
し
た
こ
と
が
判
る
0
線
山
は
毒
と
し
て
満
俺
錦
で
深
浦
'
岩

崎
'
盛
大
等
は
名
が
あ
る
｡
岩
石
中
砥
石
と
な
つ
て
る
も
の
は
点
本

か
ら
凝
衣
岩
の
中
敬
で
石
材
ミ
し
て
は
大
間
越
の
閃
緑
岩
が
あ
る
｡

鯵
ケ
滞
油
田
は
注
目
さ
れ
て
る
も
の
で
裸
足
油
田
は
岩
木
山
恥
北
西

海
岸
の
地
域
で
二
..)
の
地
質
構
造
は
鯵
ケ
樺
欝
か
ら
北
金
ケ
津
に
至



りJ/I-,､
る
迄
の
海
岸
に
拾
う
て
東
か
ら
西
に
向
ふ
周
に
'
三
保
の
背
斜
軸
が

南
北
に
並
竜
す
る
｡
こ
の
ニ
ッ背
斜
軸
は
各
々
瓢
箪
形
に
膨
れ
た
り
縮

ま
っ
た
り
L
t
両
も

一
軸
の
膨
隆
部
に
接
す
る
隣
軸
の
部
分
が
緊
縮

の
形
を
示
し
て
る
と
い
ふ
構
造
で
あ
る
か
ら
'
原
油
の
集
中
は
こ
の

膨
ら
ん
だ
細
分
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
.
借
上
紀
の
背
斜
軸
中

1L
番

西
方
に
位
す
る
江
辞
背
斜
軸
の
膨
れ
た
部
分
の
西
翼

(
大
童
子
中
皐

校
の
封
岸
)
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
斉
頭
が
存
在
す
る
の
で
.
隆
膨
部

に
原
油
が
集
中
す
る
と
い
ふ
推
定
を
詮
城
立
て
ら
れ
て
居
る
｡
本
郡

に
は
温
泉
が
少
な
-
岩
崎
'
笹
内
に
ア
ル
カ
>
泉
が
湧
Jft.'
赤
石
.

大
戸
瀬
､
深
浦
'
松
神
等
に
冷
泉
が
あ
る
｡

(
郷
土
祝
第

1
耽
参

照
)
｡JUJHH

三

青
森
解
合
地
質
の
特
簸

q一■Hr

本
麻
地
質
を
通
莞
す
る
に
新
生
代
の
分
布
は
首
位
を
占
め
第
三
紀

唐
は
新
世
の
も
の
が
多
い
.
こ
の
三
紀
盾
は
高
山
'森
林
｣
向
原
'
原
野

等
極
め
て
庚
範
囲
に
分
布
し
'
凍
'
砂
岩
'
貞
岩
そ
の
他
石
衣
岩
等

の
水
成
岩
と
多
量
の
安
山
岩
'
石
英
粗
面
岩
等
の
火
山
岩
及
び
凍
衣

岩
等
が
あ
る
｡
画
し
て
火
山
岩
は
そ
の
九
十
五
%
を
占
め
て
居
る
｡

石
実
の
居
は
古

い
こ
転
居
に
散
見
す
る
が
新
し
い
二
転
居
中
に
は
諸

軽
の
海
棲
動
物
の
化
石
や
種
華
木
が
蕗
す
る
外
に
石
油
居
と
有
用
錬

成
や
石
材
が
旺
胎
す
る
｡
又
､
山
水
美
'
高
原
及
び
韻
原
兼
'
沿
岸

青
森
鮮
地
文
大
裁

糞
等
の
景
戦
を
誇
る
名
腹
地
は
悉
-
第
三
紀
居
の
も
の
で
あ
る
｡
火

山
岩
地
帯
の
土
壌
は
主
と
し
て
安
山
岩
腐
植
質
埴
土
で
肥
葺
分
に
富

む
が
､

一
酸
化
織
が
多
量
に
含
ま
れ
土
壌
酸
性
で
植
生
に
は
頭
首
で

な
い
｡
且
腐
植
質
多
い
た
め
土
の
目
方
軽
く
水
分
を
含
む
と
土
中
孔

薮
は
全
く
充
寒
し
気
通
が
妨
げ
ら
れ
'
養
分
を
多
-
含
む
割
合
に
生

産
力
は
よ
-
な
S
.
殊
に
気
候
寒
冷
の
年
に
は
一
居
生
産
力
が
減
殺

さ
れ
る
の
は
通
例
で
あ
る
｡
第
三
紀
居
の
土
壌
は
渡
来
岩
腐
植
質
埴

土
で
加
里
分
に
富
み
燐
酸
や
蛮
素
も
乏
し
-
な
い
が
､
蛮
素
は
不
可

給
態
の
状
態
で
存
在
し
て
あ
る
｡
而
し
て
苦
土
二

酸
化
鑑
も
多
い
か

ら
燐
酸
分
の
吸
収
力
は
火
山
岩
性
土
壌
と
挙
り
が
な
い
｡
従
て
燐
酸

肥
料
を
施
し
て
特
効
あ
る
こ
と
は

1
般
認
め
ら
れ
て
居
る
｡
土
壌
の

埋
草
的
性
質
は
良
好
',)
い
は
れ
な
い
が
森
林
と
し
て
は
日
本
三
大
菜

林
の
楯
林
が
あ
り
'上
北
郡
に
は
庚
大
な
牧
野
が
澄
膏
せ
ら
れ
'津
軽

地
方
で
は
開
墾
し
て
草
果
園
に
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
'
肥
料
の
自

給
が
出
爽
る
と
開
墾
し
て
革
果
園
を
増
加

する
こ
',)肝
要
で
あ
る
｡

筋
凹
期
洪
積
官
は
未
だ
回
ら
な
い
横
､
砂
'
粘
土
'
ロ
ー
ム

(
蘇

土
)
等
の
地
膚
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
.
分
布
も
既
-
概
し
て
海
岸
､
盆

地
'
河
岸
等
に
於
て
段
丘
を
な
し
､
下
部
は
海
成
官
､
湖
成
盾
叉
は

三
角
州
成
定
で
上
部
は
殆
ん
ど
河
成
居
で
あ
る
｡
こ
れ
は
主
に
砂
疎

と
粘
土
で
概
ね
水
平
に
成
盾
し
て
る
と
',)は
黒
石
の
洩
簸
川
に
拾
う

た
断
崖
を
見
て
も
判
る
｡
叉
西
港
岸
の
諸
所
に
見
る
様
に
そ
の
上
部

に
火
山
友
好
が
重
L･b
つ

てる
の
も
あ
る
｡
津
軽
平
野
の
東
操
は
沖
積

三
三

.-ド



青
森
琳
地
質
大
赦

唇

､)鋸
歯
状
に
喰
組
ま
さ
つ
て
る
L
t
下
北
牛
島
の
止
北
部
に
近
い

沿
岸
丘
陵
地
も
同
様
に
な
っ
て
居
る
C
こ
の
時
代
に
は
八
甲
田
山
'

恐
山
'
岩
大
山
､
十
和
臼
山
等
が
最
も
盛
に
噴
火
し
て
魂
代
の
形
が

出
奔
上
っ
た
も
の
で
'
夫
等
火
山
地
方
の
洪
積
唐
に
は
火
山
傑
~
火

山
砂
等
が
混
じ
り
､
漸
次
山
鰹
に
推
移
し
て
ゐ
る
.
こ
の
居
か
ち
色

々
の
化
石
が
出
る
が
有
名
な
の
は
七
戸
川
の
洪
積
唐
か
ら
産
し
た
象

の
化
石
で
あ
る
｡
こ
の
事
詮
に
よ
っ
て
常
時
の
或
時
期
は
本
願
も
ア

ジ
ア
大
陸
と
陸
揖
き
で
'
大
陸
の
一
部
を
な
し
て
わ
た
こ
と
が
考
へ

ら
れ
る
｡
洪
積
居
は
氷
河
時
代
F')も
い
は
れ
る
が
本
願
に
は
氷
河
堆

積
物
の
明
瞭
な
も
の
が
殆
ん
ど
炊
い
て
ゐ
る
｡
本
願
の
洪
積
世
に
展

す
る
土
壌
は
火
山
衣
を
混
じ
て
る
が
多
-
は
壊
質
埴
土
で
砂
硬
を
含

み
'
理
撃
的
性
質
は
良
好
で
津
軽
地
方
の
軍
兵
主
産
地
は
何
れ
も
こ

の
土
壌
で
あ
る
｡
但
し
燐
酸
分
快
乏
し
て
る
る
た
め
に
燐
肥
叉
は
板

類
を
十
分
に
施
す
必
要
が
あ
る
｡

第
四
紀
沖
積
唐
は
現
代
で
河
海
の
沿
岸
'
湖
沼
の
底
に
は
年
々
沈

積
物
が
杜l
舛
十
三
湖
の
棟
に
陸
地
に
な
っ
て
行
-
康
も
あ
る
｡
津
軽

平
野
'青
森
平
野
の
様
に
水
利
の
便
な
節
は
水
甲
＼左

り
'或
は
革
具

図
や
一
般
の
閑
地
と
な
っ
て
ゐ
る
｡
東
京
'
大
阪
'
名
古
屋
を
始
め

多
く
の
都
合
は
沖
積
庫
の
上
に
聾
達
し
て
ゐ
る
が
'
本
席
で
は
青
森

と
除
い
て
は
都
市
憩
達
は
こ
の
唐
上
に
見
ら
れ
な
い
｡
沖
蔚
唐
は
地

位
低
嶺
の
併
多
-
欧
料
水
も
悪
く
棺
も
す
れ
ば
河
水
の
汎

涯

を
受

け
'
耕
地
は
減
殺
す
る
打
か
や
で
な
-
､
卑
換
地
は
勿
論
何
虎
で
も

三
四

水
分
多
く
基
気
の
透
通
妨
げ
ら
れ
'
琴
刀
作
用
が
起
っ
て
有
害
な
酸

性
物
が
爪
来
る
か
ら
'
気
候
寒
冷
な
本
鞍
殊
に
三
戸
部
大
館
村
の
様

な
泉
北
固
有
の
冷
害
を
受
け
易
い
肝
で
は
'
耕
地
の
排
水
を
十
分
に

し
肥
料
配
合
上
に
も
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
.

♪′

奉
幣
の
土
毎
は
願
文
農
事
試
駿
場
の
調
査
に
よ
る
.I)悉
く
酸
性
反

鮭
を
呈
し
'
そ
の
酸
度
の
強
い
も
の
は
沖
%
'盾
に

一
番
多
-
六
十
九

%
を
占
め
洪
積
盾
こ
れ
に
次
ぎ
四
十
%
に
達
し
'
第
二
転
居
に
少
な

-
二
手

九
%
牽

ー不し
て
居
る
｡
挙
兵
は
第
三
紀
盾
と
洪
積
官
に
長
も

多
-
水
楢
は
沖
積
唐
t
栽
培
さ
れ
て
ゐ
る

｡南
部
地
方
の
牧
野
は
第

二
転
居
に
蚤
達
し
'
ヒ
.ハ
林
相
及
び
有
用
鋳
床
は
皆
亦
第
三
紀
官
で

人
生
fI)深
い
由
係
が
あ
る
｡

㈲

結

び

.

今
迄
述
べ
て
来
た
郷
土
の
地
質
と
諸
種
め
鮎
か
ら
考
詮

ふて
見
る

･F''
地
博
構
造
は
北
海
道
西
部
に
据
辞
し
郷
土
に
産
す
る
ヒ
ノ
キ
ア

ス
ナ
B
(
ヒ
+ハ
)
は
北
海
道
南
部
槍
山
部
江
差
町
大
字
五
脇
手
の
大

森
林
を
北
限
rrJL
七
分
布

L
一
恵

油
の
分
布
も
北
海
道

の
日
本

海

両
か
ら
本
件
の
西
部
を
凍

て秋
田
'
新
潟
の
地
方
に
脈
が
及
ん
で
居

る
｡
叉
郷
土
の
洪
積
居
か
ら
象
の
化
石
が
拍
た
等
の
鮎
か
ら
考
へ
る

F')'

1
時
は
北
海
道
'F'も
亜
細
亜
大
陸
と
も
樺
辞
し
て
ゐ
た
こ
Pr)が

推
考
さ
れ
る
｡
東

し
て
北
海
道
中
部
､
常
草
地
寿
'
九
州
北
都
に
敢



ド

∫

建
し
て
る
第
三
紀
の
古
い
石
宋
居
は
特
上
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
'

多
く
は
新
し
い
第
三
紀
の
石
米
盾
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
､
こ

れ
等
地
方
が
第
二
二紀
の
初
頃
に
隆
起
し
石
茨
植
物
の
森
林
が
成
立
っ

た
頃
は
'
青
森
鯨
も
北
海
道
の
西
部
も
ま
だ
海
底
に
あ
っ
た
も
の
P/)

考
へ
ら
れ
る
｡
称
土
の
第
三
紀
盾
か
ら
出
る
化
石
は
領
海
性
動
物
の

遺
骸
が
多
い
卦
を
見
て
も
.
青
森
願
は
東
北
地
方
西
部
.
北
海
道
西

部
'F'共
に
第
三
紀
終
末
頃
か
ら
隆
起
し
て
陸
地
を
増
し
'
亜
細
亜
大

陸
に
接
撮
し
て
か
ら
ヒ
バ
林
も
北
海
道
に
延
び
'
火
山
も
活
動
し
て

岩
木
'
八
甲
円
'
恐
等
の
火
山
境
川
し
第
四
紀
に
移
っ
た
'
こ
の
決

壊
時
代
に
は
象
が
往
雅
し
た
rrJ兄
へ
租
土
の
洪
積
居
中
に
化
石
が
褒

見
さ
れ
て
ゐ
る
｡
欧
米
の
大
陸
は
氷
河
に
数
回
鞍
は
れ
た
が
我
国
に

は
そ
の
琵
跡
の
明
か
な
も
の
は
な
い
'
火
山
活
動
は
更
に
盛
ん
に
な

っ
た
が
前
記
の
活
動
は
清
規
を
昔
げ
る
様
に
な
り
岩
木
山
を
除
き
他

は
悉
く
穣
骸
を
留
め
る
様
に
な
っ
た
o
生
物
の
分
布
は
南
方
及
び
北

方
の
分
子
が
郷
土
在
衆
の
も
の
に
混
じ
複
雑
さ
を
増
し
て
来
た
｡
然

る
に
洪
積
時
代
の
搭
曲
'
断
盾
の
地
表
大
挙
動
に
よ
り
'津
軽
海
峡
､

日
本
海
峡
が
出
奔
'
更
に
隆
起
や
沈
降
が
按
い
た
の
で
大
腰
現
在
の

青
森
願
か
山
裾
上
が
っ
た
も
の
で
'
そ
の
年
代
は
今
か
ら
ざ
つ
三
百

第
年
前
の
事
F')推
定
さ
れ
て
居
る
｡
生
物
分
布
も
北
海
道
に
居
て
青

森
麻
に
居
な
い
も
の
',】'
青
森
麻
迄
居
る
が
北
海
弟
に
居
な
い
も
の

や
両
者
共
通
の
も
の
が
あ
る
按
に
な
っ
た
｡
こ
の
事
由
は
+/
陸
按
き

の
際
移
行
し
た
も
の
が
今
で
も
津
軽
海
峡
の
南
北
に
感

み
.
港
峡
が

青
森
麟
地
衣
大
我

出
奔
た
後
に
移
行
と
始
め
た
も
の
は
そ
の
南
北
何
れ
か
に
留
ま
っ
て

居
る
と
い
ふ
わ
け
に
な
る
｡

要
之
青
森
解
の
地
鰻
は
第
二
東

経
末
に
海
底
か
ら
隆
起
し
て
礎
細

亜
大
陸
に
接
摸
し
て
ゐ
た
が
'
間
も
な
-
第
凶
紀
洪
積
の
時
代
に
起

っ
た
地
裁
大
挙
動
に
上
り
津
軽
海
峡
'
青
森
渦
'
日
本
海
等
が
出
雑
'

次
で
生
物
分
布
が
起
り
略
々
現
代
の
郷
土
が
Zi
雅
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
｡
従
て
本
願
の
地
質
は
古
生
居
は
爵
仙
少
な
-
中
生
居
は
皆
無

で
'
概
ね
火
山
噴
出
物
'
第
三
紀
唐
'
第
川
紀
盾
で
あ
る
.]
地
質
罷

分
的
に
見
る
.ヽ
)津
軽
五
郡
pr)下
北
郡
は
火
山
噴
出
物
と
新
火

成
岩
が

最
も
庚
大
に
分
布
し
.
上
北
.
三
戸
所
郡
は
第
三
紀
盾
が
最
も
費
達

し
洪
横
唐
こ
れ
に
次
ぎ
.
第
三
紀
に
は
火
山
風
景
に
富
む
十
和
円
湖

を
中
心
し
た
南
北
繭
八
甲
田
方
面
を
抱
括
し
た
十
和
圧~
国
立
公
園
､

第
二
転
居
を
貫
い
た
岩
脈
の
海
岸
風
景
は
種
差
海
岸
に
展
開
し
'
併

ケ
宇
陀
'
西
海
岸
の
浸
蝕
券
衣
岩
の
景
孤
等
何
れ
も
保
欝
の
慣
値
が

十
分
で
あ
る
｡
浄
軽
地
方
と
岩
木
川
沿
岸
は
沖
積
盾
が
最
も
よ
-
費

蓮
し
て
居
る
｡
本
籍
の
土
塊
は
津
軽
方
面
に
沖
積
埴
土
が
多
-
南
部

地
方
は
第
三
紀
屠
壌
土
が
多
い
｡
土
性
は
概
ね
酸
性
反
騰
を
呈
す
る

が
敢
て
府
薄
.',A
い
ほ
れ
な
い
｡
津
軽
地
方
の
華
典
は
主
と
し
て
第

三
紀
居

(
山
畑
)
rrJ洪
積
居
に
栽
培
さ
れ
､
南
部
地
方
の
牧
野
は
第

三
紀
膚
の
原
野
に
費
達
し
て
ゐ
る
｡
又
紙
業
は
第
三
紀
の
鎖
朱
に
よ

る
も
素
晴
し
い
も
の
は
な
い
｡
こ
れ
主
と
し
て
地
位
が
新
し
い
た
め

だ
'F'
い
ひ
慶
い
の
で
あ
る

｡

三
五


